
8/1 13：30～16：15

会場：ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホール
水戸市千波町東久保697番地

火

茨城県知事 大井川 和彦

主催 茨城県、茨城県青年農業士連絡協議会、茨城県農業研究クラブ連絡協議会
茨城県農業参入等支援協議会

後援 公益社団法人日本青年会議所 関東地区茨城ブロック協議会

１９７２年奈良県大和郡山市生まれ。２００５年に脱サラし有限会社山口農園を設立。若い人でも参入したくなる、
魅力ある有機農業経営を目指すため、分業制や販路開拓を進めるほか、オーガニックアグリスクールNARA、農
地や販路、地域や行政と新規就農者との橋渡しをフォローする山口農園グループを運営。

「計画生産・計画販売」により安定的に有機野菜を出荷する実績から、取引先からの信頼が厚く、全国の有機農
産物を扱う店へ出荷されている。本社のある宇陀市は、地域ぐるみで有機農業の取組を進める自治体として、
2022年11月に全国に先駆けて「オーガニックビレッジ宣言」を行った。
2013年1月より現職。奈良県指導農業士。
2019年全国優良経営体表彰農林水産大臣賞を受賞（担い手づくり部門）。
2023年7月より奈良県農業法人協会会長。

第2部 分科会〔各定員：40名 先着順〕

•「有機農産物の安定供給」

•有限会社山口農園 代表取締役 山口 貴義 氏1
•「商品に新たな価値を創る！人と自分を活かす環境づくり」

•有限会社栗原農園 代表取締役 栗原 玄樹 氏2
•「人が輝く干しいも経営イノベーション」

• しんあい農園 澤畑 菜々子 氏3
•「ICTを活用したお米の差別化」

•平塚ライスセンター 代表 古谷 光義 氏4

参加
無料
参加には事前の
申込が必要です。
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「～地域とともに～有機農業の可能性を追求する」

有限会社 山口農園 代表取締役 山口 貴義 氏(50)

第1部 基調講演〔定員：150名〕



当日のプログラム
13:00 受付開始 （小ホール前）
13:30 開 会

知事あいさつ
13:45 第1部 基調講演
15:15 第2部 分科会
16:15 閉 会

【会場のご案内】
ザ・ヒロサワ・シティ会館

小ホール
水戸市千波町東久保697番地

会館前駐車場（400台）入口で「会場
名・イベント名」を伝えると無料でご利
用いただけます。

第２部 分科会講師紹介

有限会社山口農園
代表取締役

山口 貴義 氏

有限会社栗原農園
代表取締役

栗原 玄樹 氏

しんあい農園

澤畑 菜々子 氏

平塚ライスセンター
代表

古谷 光義 氏

YOUNG Farmer’s Meeting 2023 参加申込書

参加を希望する分科会の番号を右の枠内に書いてください。（第3希望まで） ※先着順 各定員40名

① 第1分科会 「有機農産物の安定供給」
② 第2分科会 「商品に新たな価値を創る！人と自分を活かす環境づくり」

③ 第3分科会 「人が輝く干しいも経営イノベーション」
④ 第4分科会 「ICTを活用したお米の差別化」

第1希望 第2希望 第3希望

フリガナ

氏名
年代

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
以上

連絡先

TEL
お住まいの
市町村

市 ・ 町 ・ 村
メール

職業 農業者 農業法人等勤務 就農準備中 学生、学校関係者 県職員 その他（ ）

申込締切 2023年7月14日(金)

※個人情報につきましては本ミーティング以外では利用いたしません。
お問合せ：茨城県農業総合センター 企画調整課 TEL:0299-45-8321

インターネット または FAX でお申込みください。

インターネットから申込み。 H P

「有機野菜の安定供給」で取引先から高い評価を受ける山口農園
が実践する「７部門完全分業化システム」による計画生産・計画販
売の具体的な手法や、事業拡大までの道のり、そのマネジメント方
法を紹介する。

農園内に子育て世代の従業員が利用できる託児所を開設し、働きやすい
環境づくりを実践。「価値なきものに価値を」をモットーに、規格外として使
われてこなかった小芋の製造ラインを新設し、一口サイズの干しいも生産
を事業化。工夫と挑戦で‘付加価値’を生み出し、ブランド化に取り組む。

「おいしく 楽しく 野菜とお米で笑顔に」をモットーに、水耕コネギを
中心にサラダ用葉物や米づくりを実践。未来に向けて、雇用環境
を整備し、生産安定や営業力強化を行う。新たに加工品「ネギキ
ムチ」を開発し既存の他、SNS等を活用した販路拡大に取り組む。

大学卒業後、就農。地域の高齢化により農地集積が進んだことから、
2012年に圃場管理システムを導入、機械作業をほぼ一人で対応可
能に。ICT農業における全国屈指のパイオニアとして、圃場ごとの生
産工程の明確化により、データを活用した売れる米づくりを実践。

第1分科会 第2分科会

第4分科会第3分科会

https://s-kantan.jp/pref-ibaraki-
u/offer/offerList_detail.action?te
mpSeq=41831

https://www.agriacademy.pref.ibaraki.jp/

FAX：0299-45-8350

茨城県農業総合センター 企画調整課

FAX：必要事項をご記入いただき、下記へ送信してください。


